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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
地

方
議
会
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
誰
が
い
つ
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

の
中
で
、
長
野
県
も
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

令
和
４
年
２
月
に
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
は
、

災
害
時
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し
て
い
く
状
況
に

あ
っ
て
も
、
議
会
機
能

を
維
持
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
条
例
等
の
改

正
に
よ
り
、
災
害
や
感

染
症
の
ま
ん
延
防
止
の

た
め
委
員
会
等
の
会
議

に
参
集
で
き
な
い
議
員

で
あ
っ
て
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
会
議
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
非

常
時
で
も
委
員
会
審
査

を
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

① 

個
人
へ
の
支
援﹇
５
事
業
﹈

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
への
臨
時
特
別
給
付
金
の
給
付

▼
ひ
と
り
親
家
庭
等
への
臨
時
特
別
給
付
金
の
給
付

▼
子
育
て
世
帯
への
感
染
症
特
別
支
援
金
の
給
付

▼
感
染
症
自
宅
療
養
者
及
び
濃
厚
接
触
者
への
買
い
も
の
支
援

▼
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
４
以
下
に
お
け
る
事
前
検
査
に

よ
る
安
心
な
会
食
等
の
実
施
を
応
援

② 

事
業
者
等
へ
の
支
援﹇
２
事
業
﹈

▼
第
６
波
対
応
事
業
者
支
援
交
付
金
を
活
用
し
た

定
額
給
付
金
の
給
付

▼
飯
田
お
練
り
ま
つ
り
等
を
安
全･

安
心
に
開
催
す

る
た
め
の
支
援

▼【
再
掲
】感
染
警
戒
レ
ベ
ル
４
以
下
に
お
け
る
事
前

検
査
に
よ
る
安
心
な
会
食
等
の
実
施
を
応
援

③ 

感
染
予
防
対
策﹇
１
事
業 

﹈

▼
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
無
料
配
布

　
﹇
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
の
追
加
購
入
﹈

　

第
１
回
定
例
会
の
初
日
に
お
け
る
市
長
提
出
議

案
は
、
報
告
案
件
１
件
、
人
事
案
件
３
件
、
条
例

案
件
10
件
、
一
般
案
件
５
件
、
令
和
４
年
度
一
般

会
計
予
算
案
を
含
む
予
算
案
件
18
件
の
37
件
、
さ

ら
に
、
閉
会
日
に
教
育
長
の
任
命
に
か
か
る
人
事

案
件
１
件
の
全
38
件
が
上
程
さ
れ
、
議
案
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
定
例
会
に
お
け
る
議
員
及
び
委
員
会

提
出
議
案
は
４
件
。
初
日
即
決
の
オ
ン
ラ
イ
ン
出

席
に
か
か
る
委
員
会
条
例
等
の
改
正
に
か
か
る
議

会
議
案
２
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。
さ
ら

に
、
中
日
３
月
９
日
に
提
出
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
非
難
決
議
も
、
原
案
の

と
お
り
可
決
。
閉
会
日
に
は
、
請
願
及
び
陳
情
審

査
の
結
果
を
受
け
て
国
等
へ
意
見
書
提
出
を
求
め

る
議
案
１
件
を
提
出
。
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
、
意
見
書
を
送
付
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
議
会
最
終
日
に
は
、
閉
会
中
に
お
け
る
委

員
会
の
継
続
審
査
の
申
し
出
、
第
２
回
定
例
会
ま

で
の
議
員
派
遣
に
つ
い
て
も
決
定
し
ま
し
た
。

令和４年

第１回
臨時会

定
例
会
の
本
会
議
の
議
決
結
果
や
会
議
の
模
様

は
、飯
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ

「
飯
田
市
議
会（
中
継
）」で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
議
会
委
員
会
等
の
会
議
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
実
施
へ
の
対
応

２月１日
開 催

（１日間）

令和４年

第１回
定例会
２月24日
〜

3月22日
開 催

　

第
１
回
臨
時
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
対
策
事
業
第
12
弾
に
関
連
す
る
令
和

３
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）案

の
審
議
を
行
い
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）を
含

む
３
件
の
専
決
処
分
の
承
認
等
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
事
業
第
12
弾

　

災
害
や
感
染
症
ま
ん
延
防
止
の
点
か
ら
、
委

員
会
な
ど
の
議
会
に
お
け
る
会
議
に
お
い
て
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
を
実
施
す
る
た
め
、
飯
田
市
議

会
委
員
会
条
例
や
会
議
規
則
な
ど
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。



飯田市ではウクライナ支援として
募金活動を行っています

　

飯
田
市
議
会
は
議
会
改
革
に
取
り
組
む
た
め
、

平
成
24
年
に
「
議
会
改
革
・
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
、
議
会
改
革
推
進
会
議
を
設
置
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
間
、
そ
の
進
行
管
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
新
た
な
課
題

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
こ
の

た
び
、
自
己
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
「
議
会
は
身
近
な
存
在
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
飯
田
市
議
会
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
の
環
境
変
化
に
応
じ
て
制
度
・

運
用
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
過

去
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
を
見
据
え
て

前
に
進
む
機
会
と
す
る
た
め
、「
地
方
議
会
評
価
モ

デ
ル
」
に
、
全
議
員
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
「
地
方
議
会
評
価
モ
デ
ル
」
は
、
市
議
会
が

目
指
す
理
想
的
な
姿
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、

議
事
機
関
で
あ
る
地
方
議
会
の
「
組
織
性
」
に
着

目
し
、
現
状
分
析
と
課
題
抽
出
を
図
り
、
通
任
期

中
の
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
福

祉
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
開
催
し
た
キ
ッ
ク
オ
フ
講
演
会
を
皮
切
り

に
、
全
議
員
が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
検

討
・
議
論
を
始
め
ま
す
。
ま
ず
７
月
を
目
途
と
し

て
「
自
ら
の
議
会
が
ど
の
よ
う
な
議
会
か
」
共
通

認
識
を
得
る
た
め
、「
議
会
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
を
作

成
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
議
会
の
現
状
を
評

価
す
る
こ
と
で
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
課
題
解
決

の
た
め
に
、
議
会
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

いいだ市議会だより228号令和 4.4.22③

市民に身近な議会を目指して
キックオフ！「地方議会評価モデル」導入

大正大学教授の江藤俊昭先生・公益財団法人日本生産性本部の野沢清部長らを
講師に迎え、キックオフ講演会を３月28日に開催

　

令
和
４
年
２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
軍
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
本
格
的
な
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
強
行
さ
れ
た
軍
事
侵
攻
は
、
明
白
な
国
際

法
違
反
、
国
連
憲
章
違
反
で
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
人
権
と
対
話
を
無
視
す
る
な
ど
、

世
界
平
和
を
脅
か
し
、
国
際
社
会
の
安
全
、
秩
序

を
著
し
く
損
な
う
暴
挙
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
軍
事
的
暴
挙
は
断
じ
て
容
認
で
き

ず
、
あ
く
ま
で
も
、
対
話
に
よ
る
平
和
的
解
決
が

図
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

　

飯
田
市
議
会
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
対
す
る
侵
攻
を
強
く
非
難
す
る
と
と
も
に
、
ロ

シ
ア
軍
の
即
時
撤
退
と
国
際
法
の
順
守
を
強
く
求

め
ま
す
。

非
難
す
る

決
議
に
つ
い
て

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
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第１回定例会の一般
質問の概要を紹介し
ます。（14人・質問順）
■は、そのほかの質問項目

市政を
問う！
市政を
問う！
市政を
問う！
市政を
問う！国

交
省
は
来
年
度
５
年
ぶ
り

に
募
集
開
始
予
定
。
地
域
活

性
化
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
旗

印
と
し
て
導
入
へ
の
考
え
は
。

当
地
域
で
の
「
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
」
の
導
入
は
、
地
域
の

知
名
度
を
上
げ
る
取
り
組
み
で
あ

り
、
地
元
愛
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
の
醸
成
、
南
信
州
地
域
の
一
体

感
に
つ
な
が
る
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
捉
え
る
。
議
員
の
質
問
を
契

機
に
、
広
域
連
合
の
中
で
議
論
を

再
開
す
る
動
き
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

■
地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

清　水　優一郎　議員（新政いいだ）

「ご当地ナンバー」の導入
について

ゼ
ロ
予
算
事
業
が
当
初
予
算
資

料
に
明
記
さ
れ
、
評
価
す
る

点
で
あ
り
、
想
い
と
決
意
を
感
じ
る
、

市
長
の
意
気
込
み
は
。

予
算
額
の
大
小
に
係
わ
ら
ず
、

小
さ
な
一
歩
と
し
て
大
事
な
取

り
組
み
が
あ
る
。

　

地
道
な
取
り
組
み
を
一
つ
一
つ
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
で
、「
日
本
一
住
み

た
い
ま
ち
」
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
予
算
額
が
小
さ
い
、
あ
る
い
は

ゼ
ロ
予
算
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
目

が
行
き
届
か
な
か
っ
た
事
業
に
取
り

組
も
う
と
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

小　林　真　一　議員（公　明　党）

ゼロ予算事業への市長の
意気込みは

リ
ニ
ア
整
備
効
果
を
地
域
振

興
に
活
か
す
ビ
ジ
ョ
ン
案
の

３
重
心
に
つ
い
て
。

土
地
利
用
を
市
内
の
機
能
配

置
あ
る
い
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

考
え
る
視
点
と
し
て
提
案
し
た
。

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た
21
世
紀

型
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

す
る
た
め
、都
市
重
心（
行
政
機
能
・

飲
食
・
宿
泊
エ
リ
ア
）、
人
口
重
心

（
良
好
な
居
住
地
、
病
院
店
舗
な
ど

の
生
活
利
便
性
向
上
エ
リ
ア
）、
交

流
重
心
（
リ
ニ
ア
を
利
用
し
て
人

や
情
報
が
活
発
に
行
き
来
す
る
エ

リ
ア
）
の
考
え
方
を
入
れ
て
組
み

直
し
た
。

小　平　　　彰　議員（新政いいだ）

今後の飯田市のまちづくり
について

ま
ち
な
か
回
遊
促
進
に
よ
る

滞
留
時
間
を
拡
大
し
、
収
益

確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
の
具
体
的

な
施
策
の
考
え
方
は
。

以
前
よ
り
気
楽
に
市
街
地
で

時
間
を
過
ご
せ
る
、
市
街
地

に
来
や
す
く
な
る
等
の
動
き
に
期

待
し
て
い
る
。
各
市
営
駐
車
場
の

立
地
場
所
に
よ
る
利
用
の
特
徴
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
試
行
結
果
も

参
考
に
し
な
が
ら
有
効
な
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
無
料
時
間

延
長
に
よ
っ
て
ま
ち
な
か
に
収
益

を
呼
ぶ
方
法
を
、
事
業
者
や
お
店

の
方
に
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

竹　村　圭　史　議員（会派きぼう）

市営駐車場の使用料改定の
試行について

コ
ロ
ナ
で
生
活
困
難
者
が
増
え

る
と
考
え
る
が
、「
福
祉
ま
る

ご
と
相
談
窓
口
」
の
状
況
と
今
後
の

展
望
は
。

「
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
窓
口
」

と
、
既
存
の
相
談
支
援
機
関

が
相
談
を
受
け
、
複
合
的
な
課
題

や
複
雑
化
し
た
問
題
、
制
度
の
狭
間

の
問
題
に
対
し
て
関
係
機
関
が
連
携

し
な
が
ら
問
題
解
決
に
向
け
た
支
援

を
し
て
い
る
。
市
民
生
活
の
安
定
の

た
め
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
引
き
続

き
、丁
寧
な
対
応
に
心
掛
け
て
い
く
。

ま
ず
は
相
談
に
お
越
し
い
た
だ
き
た

い
。■
市
民
に
寄
り
添
い
心
か
よ
う
窓

口
対
応
に
つ
い
て

古　川　　　仁　議員（日本共産党）

飯田市の窓口対応について



いいだ市議会だより228号令和 4.4.22⑤

飯
田
市
公
民
館
の
ホ
ー
ル
廃

止
に
は
、
先
人
が
築
い
た
飯
田

の
音
楽
文
化
を
揺
る
が
す
危
機
感
が

あ
っ
た
。
市
の
見
解
は
。

飯
田
市
公
民
館
ホ
ー
ル
を
廃

止
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
前
の
、
平
成
30

年
・
令
和
元
年
の
２
年
間
の
土
日
祝

祭
日
の
利
用
団
体
の
内
容
や
人
数
を

確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、文
化
会
館
・

鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
・
人
形
劇
場
な
ど

の
施
設
を
市
民
に
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
で
、
飯
田
市
公
民
館
ホ
ー
ル
廃

止
の
影
響
を
最
小
限
に
で
き
る
と
判

断
し
た
。■
伝
統
的
な
観
光
文
化
と

地
場
産
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

関　島　百　合　議員（無　会　派）

飯田市公民館のホール廃止
について

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

後
、
市
民
へ
の
啓
発
は
進
ん

で
い
る
か
・
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
る
か
。令和

３
年
度
か
ら
市
内
全
20

地
区
に
て
環
境
懇
談
会
を
開

催
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
た
施
策
を
含
む
、「
21
，
飯

田
環
境
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
て
、
啓
発
と
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
政
策
に

特
化
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
た
啓
発
も
随
時
実
施

し
て
い
る
。

市　瀬　芳　明　議員（日本共産党）

カーボンニュートラルの
実現に向けて

移
住
定
住
促
進
の
施
策
の
１

つ
と
し
て
農
地
法
３
条
許
可
に

係
る
下
限
面
積
の
検
討
を
提
案
し

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

新
規
就
農
者
へ
の
住
宅
確
保

を
支
援
し
、
移
住
定
住
推
進

と
遊
休
農
地
の
解
消
を
図
る
た
め
、

飯
田
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
登

録
物
件
に
付
随
す
る
農
地
を
取
得

す
る
際
の
下
限
面
積
の
引
き
下
げ
を

検
討
い
た
だ
く
旨
の
要
望
書
を
農
業

委
員
会
に
提
出
し
た
。
遠
く
な
い
時

期
に
下
限
面
積
の
緩
和
が
図
ら
れ
る

見
込
み
。

■
国
の
予
算
を
受
け
て
の
飯
田
市
予

算
の
考
え
方
に
つ
い
て

福　澤　克　憲　議員（会派きぼう）

農地付き空き家の
活用の考え方について

持
続
可
能
な
取
り
組
み
へ
、

彼
ら
世
代
と
ど
う
向
き
合
い
、

近
未
来
を
描
く
に
は
何
が
必
要
か
。

中
高
年
世
代
と
Ｚ
世
代
と
が

意
識
や
背
景
の
違
い
を
認
識

し
な
が
ら
活
動
を
共
有
す
る
中
で
、

お
互
い
を
認
め
合
え
る
関
係
性
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。Ｚ

世
代
の
学
生
が
授
業
や
ゼ
ミ
等
で

環
境
問
題
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
び
、

考
え
、
実
践
す
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
教
育
活
動
も
市
内

小
中
学
校
で
広
が
り
を
見
せ
て
お

り
、
さ
ら
に
波
及
さ
せ
て
い
き
た

い
。

宮　脇　邦　彦　議員（公　明　党）

ＳＤＧｓとＺ世代について

産
業
経
済
部
所
管
に
て
新
設

さ
れ
た
「
遠
山
郷
観
光
振
興

室
」
等
、
支
援
体
制
に
つ
い
て
考

え
方
と
そ
の
機
能
性
は
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
道
の
駅

の
再
整
備
、
南
ア
ル
プ
ス
の

「
エ
コ
登
山
」、
し
ら
び
そ
高
原
を
起

点
と
し
た
山
岳
高
原
観
光
等
へ
の

機
運
が
地
元
で
高
ま
っ
て
い
る
状

況
を
受
け
止
め
、
市
全
体
の
課
題

と
し
て
遠
山
郷
振
興
を
進
め
て
い

く
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
・
ジ
オ
パ
ー
ク

で
は
環
境
課
や
美
術
博
物
館
、
交

通
ア
ク
セ
ス
で
は
建
設
部
や
道
路
・

河
川
の
管
理
機
関
と
い
っ
た
様
々
な

連
携
を
図
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

西　森　六　三　議員（会派きぼう）

南の玄関口「遠山郷」の
地域振興について

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
や
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
「
観
る
」
た
め
の
、
ア
リ
ー

ナ
機
能
を
充
実
さ
せ
た
複
合
施
設
が

必
要
と
考
え
る
が
。

市
で
は
、
南
信
州
圏
域
の
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
を
基
軸

と
し
て
地
域
の
方
が
低
廉
な
料
金

で
使
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
観
覧
や

催
し
が
で
き
る
施
設
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
域
連

合
に
お
い
て
は
、
施
設
整
備
の
考

え
方
に
相
当
な
差
が
あ
る
。
よ
う

や
く
議
論
の
ス
タ
ー
ト
に
立
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
の
団
体
な

ど
と
議
論
を
し
て
進
め
て
い
く
。

熊　谷　泰　人　議員（新政いいだ）

アリーナ機能を中心とした
複合施設整備について
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「信州大学新学部の誘致に関する緊急要望書」を市長へ提出

リ
ニ
ア
事
業
の
発
生
残
土
を
、

天
竜
川
沿
線
の
浸
水
想
定
区

域
や
公
共
工
事
に
絡
め
、
地
域
の

防
災
へ
活
用
で
き
な
い
か
。

天
竜
川
の
浸
水
想
定
区
域
の

堤
防
等
の
強
化
対
策
、
公
共

工
事
や
地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
や
協

議
を
し
て
き
て
い
る
。
リ
ニ
ア
事
業

に
よ
る
発
生
残
土
の
活
用
は
、
議

員
の
提
案
さ
れ
る
内
容
の
想
定
は

な
い
が
、
市
民
の
福
祉
向
上
と
い

う
観
点
か
ら
、
代
替
地
や
工
業
団

地
へ
の
使
用
を
考
え
て
い
る
。

■
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲
食
店
等

へ
の
対
応
に
つ
い
て

新　井　信一郎　議員（会派きぼう）

地域の安心安全のため、国土強靭化
への考えと取り組みについて

中
心
市
街
地
を
活
性
化
さ
せ

る
目
的
と
思
い
は
。
　

中
心
市
街
地
は
、
城
下
町
の

歴
史
か
ら
、
飯
田
下
伊
那
の

商
業
や
文
化
、
賑
わ
い
の
中
心
と
し

て
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
中
心
性
に

つい
て
は
市
民
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
丘
の
ま
ち
フ
ェス
テ
ィ

バ
ル
や
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
代

表
さ
れ
る
祭
典
な
ど
も
、
中
心
市

街
地
な
ら
で
は
の
催
し
で
あ
る
。
中

心
市
街
地
に
お
け
る
賑
わ
い
や
品
格

の
あ
る
佇
ま
い
が
失
わ
れ
、
寂
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
活
性
化
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
市
と
し

て
支
援
等
し
て
い
く
。

佐々木　博　子　議員（会派みらい）

ともに創る新しい
コミュニティづくりについて

市
有
施
設
原
則
休
館
時
の
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
閉
鎖
は
適

当
だ
っ
た
か
。指
針
を
示
す
べ
き
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
、
一

部
を
除
い
て
市
有
施
設
で
は

な
い
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

閉
鎖
等
の
対
応
は
、
管
理
者
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
判
断
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
判
断
や
対
応
が
そ
れ
ぞ

れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
混
乱
な
ど
が
生
じ
た
と
聞
い

て
い
る
。
ま
ん
延
防
止
の
観
点
か

ら
も
、
市
の
対
応
に
準
ず
る
な
ど

の
指
針
が
必
要
と
考
え
、
今
後
に

検
討
し
て
い
く
。

木　下　德　康　議員（新政いいだ）

コロナ第６波まん防期間の
マレットゴルフ場の閉鎖は

　毎回多くの市民の皆さまに市議会を傍聴いた
だき、ありがとうございます。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感
染警戒レベルに応じて、議場や委員会室での傍
聴を自粛していただく場合がございます。事前に
議会事務局へお問い合わせください。感染の拡
大防止にご理解とご協力をお願いいたします。
　また、一般質問をはじめとした本会議や委員
会は、動画配信サイトYouTubeでライブ配信する
とともに、アップロードもしております。
　ぜひ、ご視聴ください。

市議会傍聴に関して

　

南
信
州
地
域
に
は
４
年
制
の
大
学
が
な
い
た

め
、
高
等
教
育
の
充
実
が
長
年
に
わ
た
る
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
、昨
年
10
月
１

日
、国
立
大
学
法
人
信
州
大
学
の
中
村
宗
一
郎
新

学
長
が
就
任
に
当
た
り
、「
新
し
い
学
問
領
域
に
挑

戦
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
デ
ジ
タ
ル
人
材

を
育
成
す
る
新
学
部
の
創
設
を
検
討
す
る
」
と
言

及
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、飯
田
市
長
は
、い
ち
早

く
当
地
域
へ
の
新
学
部
誘
致
に
取
り
組
む
こ
と
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

飯
田
市
議
会
で
は
、
信
州
大
学
新
学
部
の
南
信

州
地
域
へ
の
誘
致
実
現
の
た
め
、
主
体
的
に
行
動

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
信
州
大
学
新

学
部
誘
致
推

進
協
議
会
の

会
長
で
あ
る

飯
田
市
長
に

対
し
、こ
の
取

り
組
み
の
先

頭
に
立
っ
て

誘
致
の
実
現

に
向
け
て
早

急
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と

を
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

信
州
大
学
新
学
部
の
誘
致
に
関
し
て
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予算決算
委員会

委員会や分科会の
様子はYouTubeを
ご覧ください

　
令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）

を
は
じ
め
と
し
た
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案
は
、

第
１
回
定
例
会
開
会
日
で
あ
る
２
月
24
日
の
本

会
議
で
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
の
ち
、

予
算
決
算
委
員
会
前
期
全
体
会
で
総
務
・
社
会

文
教
・
産
業
建
設
の
各
分
科
会
へ
分
担
し
、
３

月
１
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
分
科
会
で
審
査
す

る
と
と
も
に
、
３
月
17
日
の
後
期
全
体
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）
で

は
、
教
育
費
の
公
民
館
管
理
・
運
営
費
に
つ
い
て
、

飯
田
市
公
民
館
が
民
間
施
設
の
（
仮
称
）
飯
田
駅

前
プ
ラ
ザ
へ
移
転
す
る
こ

と
か
ら
、
か
か
る
借
上
料

や
共
益
費
な
ど
に
関
す
る

予
算
、
高
校
生
や
若
者
を

対
象
と
し
た
創
発
事
業
の

展
開
と
そ
の
考
え
方
、
さ

ら
に
、
今
後
の
市
民
へ
の

情
報
発
信
な
ど
に
対
し
て

質
疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

飯
伊
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

近
年
、
災
害
が
頻
発
・
激
甚
化
し
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
等
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
る
な
ど
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
事
態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
改
め
て
、
災
害
に
対

す
る
議
会
と
議
員
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
非
常
時
に
お
け
る
「
議

事
機
関
」
と
し
て
の
機
能
を
担
保
す
る
こ
と
に

加
え
、「
議
会
が
災
害
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

い
」、「
地
域
の
防
災
・
減
災
・
復
興
対
策
を
担

う
た
め
に
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
を

学
ぶ
機
会
と
し
て
、
１
月
25
日
に
飯
伊
市
町
村

議
会
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、

同
志
社
大
学
の
新

川
達
郎
名
誉
教
授

を
講
師
と
し
て
、

「
大
災
害
・
感
染

症
と
議
会
」
と
題

し
、
災
害
時
に
お

け
る
議
会
の
機
能

維
持
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
講

演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

政
務
調
査
研
究
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

市
議
会
の
各
会
派
で
は
、
今
後
の
政
策
の
立

案
、
提
言
に
活
か
し
、
ひ
い
て
は
市
民
益
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
政
務
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
予
定
ど
お
り
調
査
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
会
派
も
あ
り
ま
し
た
が
、

３
月
22
日
に
令
和
３
年
度
の
政
務
調
査
研
究
報

告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

政
務
調
査
研
究
報
告
会
で
発
表
し
た
会
派
と
テ

ー
マ
（
視
察
先
）
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

新
政
い
い
だ

▼「
マ
イ
レ
ポ
半
田
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

（
愛
知
県
半
田
市
）

▼「
移
住
・
定
住
支
援
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

（
大
分
県
臼
杵
市
〈
オ
ン
ラ
イ
ン
〉）

会
派
み
ら
い

▼「
地
域
の
価
値
を
活
か
す
ジ
オ
パ
ー
ク
〜
再
認
定

に
向
け
て
〜
」（
熊
本
県
阿
蘇
市
・
長
崎
県
島
原
市
）

公　

明　

党

▼「
は
つ
ら
つ
岡
谷
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

（
長
野
県
岡
谷
市
）

▼「
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
」
に
つ
い
て

（
長
野
県
塩
尻
市
）

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
飯
田
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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自転車レンタルでCO2削減と自転車の楽しさを
再発見してみてはいかがでしょう

電気自動車（EV）の普及を図る補助金制度が開始される予定

　
《
予
算
決
算
委
員
会　

総
務
分
科
会
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
予
算
審
査

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事
業
つ
い
て

小
沢
川
小
水
力
は
構
想
か
ら
何
年
も
経
ち
、

こ
の
ま
ま
進
め
て
大
丈
夫
か
と
の
声
も
あ

る
。
市
と
し
て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

来
年
度
か
ら
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
買
取
制
度
が
変
更
と
な
る
。
新
制

度
で
は
、
有
事
に
お
け
る
地
域
で
の
住
民
の
利
用

が
要
件
と
し
て
付
加
さ
れ
、
建
設
コ
ス
ト
が
上
が

る
た
め
、
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
現
行
の

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
下
で
運
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

現
在
国
の
審
査
を
受
け
て
お
り
、
事
業
性
を
保
つ

よ
う
、
進
捗
に
協
力
し
て
い
く
。

今
後
電
気
自
動
車
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム
普
及
に
向
け
て
車
両
１

台
あ
た
り
の
補
助
額
は
ど
の
程
度
か
。

住
宅
用
へ
の
補
助
額
の
上
限
10
万
円
と
同
程

度
の
金
額
水
準
を
考
え
て
い
る
。

総務
委員会
３月１日に

委員会等を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
に
つ
い
て

自
転
車
貸
し
出
し
事
業
の
状
況
は
。
ま
た
、

電
気
自
動
車
の
活
用
の
考
え
は
。

移
動
手
段
の
CO2
削
減
の
た
め
に
引
き
続
き
自

転
車
貸
し
出
し
事
業
は
進
め
る
。

　

こ
れ
に
並
行
し
て
、電
気
自
動
車
に
つ
い
て
も
、

市
と
し
て
補
助
金
制
度
を
設
け
る
ほ
か
、
県
に
よ

る
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
の
計
画
が
あ
り
、
ま

た
、
民
間
の
給
電
ポ
イ
ン
ト
も
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
さ
ら
に
市
と
し
て
担
う
べ
き
こ
と
を
検

証
し
な
が
ら
進
め
る
。

自
然
環
境
保
全
推
進
費
に
つ
い
て

ジ
オ
パ
ー
ク
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
予
算
の
増
減
は
。
ま
た
事
務
局
の

組
織
体
制
は
ど
う
か
。

エ
コ
パ
ー
ク
の
調
査
書
作
成
委
託
料
は
今
年

度
限
り
で
あ
る
た
め
減
額
と
な
っ
た
が
、
来

年
度
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
審
査
経
費
を
計
上
し
て

お
り
、
こ
の
分
は
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

組
織
体
制
と
し
て
は
、
美
術
博
物
館
や
文
化
財

保
護
活
用
課
な
ど
教
育
委
員
会
の
協
力
を
仰
ぐ
ほ

か
、
全
市
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。



⑨ いいだ市議会だより228号令和 4.4.22

親しみやすい本棚を新たにつくっていきます

水をたたえた恒川清水

オ
ー
プ
ン
書
棚
に
つ
い
て
、
司
書
職
員
が
い
な

い
時
間
に
お
い
て
、
本
が
紛
失
す
る
心
配
は
。

紛
失
の
心
配
は
あ
る
が
、
本
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
重
視
し
、
セ
ル
フ
貸
出
し
と

い
っ
た
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
飯
田
駅
前

に
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
分
室
を
設
置
す
る
に
あ
た

っ
て
、
教
育
委
員
会
内
部
で
も
し
っ
か
り
と
議
論

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
図
書
館
の
新
し
い
使

い
方
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
考
え
て
い
る
。
読
書
離

れ
の
傾
向
が
高
ま
る
高
校
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

な
が
ら
、
そ
の
高
校
生
を
含
め
た
皆
で
つ
く
る
図

書
館
に
し
て
い
く
考
え
。

　　
（
仮
称
）
飯
田
駅
前
プ
ラ
ザ
の
名
称
は
、「
丘

の
上　

結
い
ス
ク
エ
ア
」
に
す
る
と
３
月
22
日

に
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

３月２日～３日に
委員会等を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

社会文教
委員会

　（
仮
称
）
飯
田
駅
前
プ
ラ
ザ
へ
の
中
央
図
書
館

飯
田
駅
前
分
室
設
置
に
関
し
て（
議
案
第
14
号
）

　
（
仮
称
）
飯
田
駅
前
プ
ラ
ザ
に
中
央
図
書
館

飯
田
駅
前
分
室
を
設
置
す
る
た
め
、
図
書
館
条

例
を
改
正
す
る
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

蔵
書
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
使
え
る
オ
ー
プ

ン
書
棚
と
司
書
職
員
が
い
る
時
に
使
え
る
書

棚
と
分
け
て
運
用
す
る
と
の
説
明
だ
が
、
具
体
的

な
蔵
書
の
内
容
は
。

オ
ー
プ
ン
書
棚
で
は
、
図
書
館
の
通
常
の
分

類
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
高
校
生
や
若

い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

配
置
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、（
仮
称
）
飯
田

駅
前
プ
ラ
ザ
の
商
業
施
設
利
用
者
向
け
の
一
般
の

読
み
物
な
ど
も
配
置
す
る
。

隣
接
す
る
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、

シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
で
読
書
が
で
き
る
と
の
説

明
だ
が
、
飲
食
し
な
が
ら
の
利
用
も
可
能
か
。

今
ま
で
の
図
書
館
に
は
な
か
っ
た

が
、
飲
食
を
伴
い
な
が
ら
、
あ
る

い
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　飯
田
市
恒
川
史
跡
公
園
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
12
号
）

　　

恒
川
史
跡
公
園
は
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
恒
川
官
衙
遺
跡
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
・
文
化
の

向
上
、
地
域
振
興
、
学
習
・
交
流
の
拠
点
と
す

る
目
的
で
設
置
。
市
で
は
、
恒
川
史
跡
公
園
の

設
置
と
管
理
の
た
め
、
飯
田
市
恒
川
史
跡
公
園

条
例
を
制
定
。
令
和
４
年
４
月
に
恒
川
史
跡
公

園
の
清
水
エ
リ
ア
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

公
園
条
例
施
行
後
の
史
跡
公
園
の
活
用
と
維

持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

史
跡
公
園
の
整
備
は
、座
光
寺
地
区
と
連
携
・

協
働
し
て
進
め
て
き
た
経
過
が
あ
る
。
史
跡

公
園
の
活
用
は
、
平
成
26
年
に
「
２
０
０
０
年
浪

漫
の
郷
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、
史
跡
を
地
域

の
発
展
に
生
か
そ
う
と
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

令
和
２
年
に
は
、
史
跡
の
案
内
ガ
イ
ド
組
織
と
し

て
「
浪
漫
の
郷
座
光
寺
案
内
人
」
が
立
ち
上
が
り
、

各
種
団
体
の
学
習
会
等
で
講
師
を
務
め
た
り
、
南

信
州
観
光
公
社
の
ツ
ア
ー
と
連
携
し
て
地
域
の
歴

史
文
化
遺
産
を
案
内
し
て
学

習
・
交
流
を
展
開
し
て
い
る
。

　

恒
川
清
水
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
、
整
備
前
よ
り
地

域
で
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
清
掃
等
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
調
整

を
進
め
て
い
る
。



⑩いいだ市議会だより228号令和 4.4.22

身近なところに憩いの空間
地元の良さを再発見！

【空飛ぶ自動車イメージ】
人の移動や物の運搬、災害時の活用などを想定

出典：経済産業省ウェブサイトより

《
予
算
決
算
委
員
会 

産
業
建
設
分
科
会
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
予
算
審
査

　
新
産
業
創
出
事
業
費
に
関
し
て

　
　

「
Ｕ
Ａ
Ｍ（
都
市
航
空
交
通
）」
市
場
へ
の
参

画
の
検
討
を
含
む
電
動
化
（
次
世
代
エ
ア
・

モ
ビ
リ
テ
ィ
）
の
内
容
は
。

当
地
域
の
中
核
的
な
企
業
が
信
州
大
学
等

と
連
携
し
て
、
次
世
代
エ
ア
・
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
一
部
の
機
能
的
な
部
品
、
ユ
ニ
ッ
ト
を
開
発
し

て
い
る
。
ま
た
、
航
空
機
と
同
様
で
、
空
飛
ぶ
自

動
車
に
つ
い
て
は
精
度
が
求
め
ら
れ
る
。
今
ま
で

航
空
機
で
培
っ
た
技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
て
、
展
示

会
、
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
に
参

画
し
、
整
備

済
み
の
環
境

試
験
機
器
の

Ｐ
Ｒ
も
含
め

て
事
業
展
開

し
て
い
く
。

企
業
誘
致
推
進
事
業
費
に
関
し
て

　

立
地
促
進
事
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、デ
ジ
タ
ル
化
、

物
流
等
新
た
な
視
点
も
踏
ま
え
た
企
業
誘
致

の
内
容
は
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
分
野
で
は
、
昆
虫
食
等
の
代
替
た

ん
ぱ
く
質
な
ど
に
関
す
る
企
業
の
引
き
合
い

が
増
え
て
お
り
、
地
元
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
誘
致
を
進
め
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
は
、

当
地
は
製
造
業
も
含
め
て
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い

る
と
い
う
課
題
と
、
誘
致
を
行
っ
て
い
る
信
州
大
学

の
新
学
部
が
情
報
系
と
い
う
こ
と
か
ら
、Ｉ
Ｔ
系
の

企
業
を
当
地
へ
誘
導
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
働
き

方
改
革
の
一
環
で
、
長
時
間
運
転
に
よ
る
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
中
間
点
で
荷
物
を
引
き
渡
す
と
い
う
ニ

ー
ズ
が
出
て
き
て
お
り
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
、
中

央
自
動
車
道
な
ど
の
交
通
の
結
節
点
と
し
て
、
ハ
ブ

的
な
物
流
拠
点
を
求
め
る
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
誘
致
を
し
て
い
き
た
い
。

　
リ
ニ
ア
推
進
事
業
費
に
関
し
て

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
事
業
及
び
代
替
地
整
備

事
業
の
建
設
資
材
等
の
物
価
上
昇
に
よ
る
物

件
移
転
補
償
費
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や
物
価
の
上
昇
は
認
識
し

て
お
り
、
移
転
者
か
ら
も
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
が
、
短
期
的
な
も
の
か
長

期
的
な
も
の
か
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
現
行
の
制
度

で
は
、
価
格
の
見
直
し
が
毎
年
１
回
６
月
に
行
わ
れ

て
い
る
の
で
、国
及
び
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

産業建設
委員会
３月３日～４日に
委員会等を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

　「
飯
田
市
保
健
休
養
施
設
」
の
指
定
管
理
者
に

関
し
て
（
議
案
第
17
号
）

㈱
南
信
州
観
光
公
社
が
令
和
３
年
度
に
１
年

だ
け
の
指
定
管
理
を
行
う
こ
と
に
至
っ
た

理
由
は
。

４
年
前
か
ら
本
施
設
の
あ
り
方
を
地
域
と
協

議
す
る
中
で
、
老
朽
化
し
た
沢
城
荘
を
解
体

し
、
そ
の
他
の
部
分
を
有
効
に
活
用
す
る
方
針
を

決
め
た
。
さ
ら
に
、

今
後
の
利
用
や
受
け

皿
な
ど
の
検
討
を
行

う
た
め
、
令
和
２
年

度
と
３
年
度
は
１
年

ず
つ
の
指
定
を
し
な

が
ら
施
設
の
あ
り
方

の
検
討
を
進
め
て
き

た
。

　

沢
城
湖
は
釣
り
の
利
用
者
も
い
る
が
、
指
定

管
理
者
が
管
理
を
行
う
範
囲
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
だ
け
な
の
か
、
沢
城
湖
周
辺
も
含
む
の
か
。

沢
城
湖
を
含
め
た
一
体
の
管
理
に
な
る
た
め
、

指
定
管
理
者
と
連
携
を
と
っ
て
進
め
て
い
く
。



⑪ いいだ市議会だより228号令和 4.4.22

人にも環境にも優しい、未来のための取り組み

３月８日に
委員会等を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

リニア推進
特別委員会

　
リ
ニ
ア
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
修
正
と

　
　
　
　

リ
ニ
ア
関
連
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

　　

リ
ニ
ア
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
国
や
県
の
計

画
等
と
「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」
を

踏
ま
え
て
２
０
１
７
年
に
全
面
改
訂
し
、
以
降
、

毎
年
時
点
修
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
は
、
飯
田
市
を
含
む
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
版
の
『
リ
ニ
ア
の
開
業
効
果
を
地
域
振
興

に
活
か
す
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
反
映
し
て
修
正
し
た
こ

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
埋
蔵
文
化
財
調
査
が
広
い
範
囲
で
同
時
に
開

始
さ
れ
る
が
、
調
査
人
員
の
専
門
性
や
体
制

づ
く
り
の
見
通
し
は
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
県
及
び

市
の
教
育
委
員
会
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

と
建
設
事
務
所
、Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
り
定
期
的
な
調

整
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。こ
の
協
議
に
基
づ
き
、

調
査
に
向
け
た
体
制
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
検
討

し
て
い
る
。

リ
ニ
ア
駅
と
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
と
の

　
　

接
続
方
法
に
関
す
る
検
討
状
況
に
つ
い
て

　

委
員
会
に
お
い
て
執
行
機
関
側
か
ら
、
昨
今
の

交
通
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
、
リ
ニ
ア
の
整
備
効
果
を
地
域
振
興
に
活
か

す
た
め
に
は
、
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
を
踏
ま
え

た
リ
ニ
ア
時
代
の
二
次
交
通
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
検
討
し
、
そ
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い

く
こ
と
が
最
も
重
要
と
捉
え
て
い
る
。つ
い
て
は
、

新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
と
二
次
交
通
の
あ
り
方
を

考
察
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
新
し
い
交
通
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
、
リ

ニ
ア
駅
と
Ｊ
Ｒ
飯

田
線
と
の
接
続
方

法
に
つ
い
て
、
既

存
駅
と
の
活
用
と

い
う
視
点
か
ら
検

討
を
行
い
、
そ
の

結
果
報
告
は
リ
ニ

ア
駅
周
辺
整
備
の

市
民
向
け
説
明
会

に
合
わ
せ
て
実
施

す
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
二
次
交
通
の
あ
り
方
調
査
検
討
業
務
の
状
況

は
。

二
次
交
通
の
あ
り
方
調
査
を
業
務
委
託
し
、

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
状
況
。

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た
飯
田
市
の

　
　

効
果
的
な
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

委
員
会
に
お
い
て
執
行
機
関
側
か
ら
、
リ
ニ
ア

関
連
事
業
の
地
域
全
体
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
情
報
の
到
達
・
浸
透
状
況
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
都
市
圏
に
対

し
て
も
、
観
光
や
移
住
定
住
促
進
等
の
効
果
的
な

情
報
発
信
が
必
要
な
こ
と
、
飯
田
市
の
魅
力
向
上

や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
げ
る
た
め
に
、
合

わ
せ
て
調
査
を
実
施
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。▼

調
査
結
果
に
基
づ
い
た
令
和
４
年
度
以
降
の

　

飯
田
市
の
情
報
発
信
の
取
り
組
み

１　

知
る
こ
と
（
市
民
向
け
説
明
会
）
と
、
考
え

る
こ
と
（
意
見
交
換
の
場
）
の
２
本
立
て
で

の
情
報
発
信
を
実
施
す
る
。

２　

市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
後
、「
情
報
の
受
け

手
の
属
性
」、「
情
報
の
種
類
」、「
情
報
の
質
」

を
踏
ま
え
、
受
け
手
の
世
代
特
性
や
関
心
事

に
合
わ
せ
た
情
報
を
発
信
す
る
。

３　

従
来
の
広
報
等
の
情
報
発
信
に
加
え
、
地
元

民
間
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
を
強
化

し
、
新
し
い
手
法
を
導
入
す
る
。

４　

説
明
会
内
容
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
や
出

前
講
座
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、

情
報
の「
伝
達
」「
浸
透
」の
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
、

理
解
と
共
感
に
支
え
ら
れ
た
事
業
推
進
と
気

運
醸
成
に
結
び
つ
け
る
。
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議員紹介 議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載）

　～ 音楽に親しむ時間 ～
宮　脇　邦　彦

　平成10年（1998年）、転勤で飯
田市へUターンして来ました。引越し
荷物の中に、学生時代の汗が染み込

んだトロンボーンがありました。
　それがきっかけか？4人の子どもたちが吹奏楽を
始め、パーカッション、クラリネット、フルート、ホル
ンを奏でるようになり、追っかけの日々を過ごしま
した。
　楽器運搬係もさせて頂き、ホクト文化ホールで金
賞を受賞。一音に集中してのハーモニーに時に涙
し、拍手喝采を送り、子どもたちの熱演に元気を
貰っていました。小中高校と学年が進み、技術の上
達に目を細め、やっぱり音楽は良いと感じました。
　子どもたちが卒業後は、高校吹奏楽部の定期演
奏会を毎年楽しみにしています。
　音楽に親しむ時間を大切に。

　～ 手作りしょう油 ～
関　島　百　合

　風邪薬が原因で２度入院したこと
があるため、口に入れるものには自
然と気を付けるようになっている。こ

うした中で、「手作りしょう油」と「手作り味噌」との
出会いが、大きな転機となった。「しょう油は発酵食
品」だと実感したのは、手作りしょう油を詰めた一升
瓶のふたが、夜中に突然、ポンポン飛んだことがあっ
たため。何事かと飛び起きたが、５月下旬の気温の上
昇とともに手作りしょう油の発酵が進み、発酵の力
で一升瓶のふたが吹き飛んだのだと分かった。発酵
と腐敗は、似て非なるもの。健康なお腹と免疫力の
ためには、「腐敗」ではなく「発
酵」が欠かせない。ここ10年
以上は、発酵食品にも助けら
れ、風邪をひいて寝込むこと
が皆無になっている。

　4月から供用開始となった恒川史跡公園「清水
エリア」に植樹するイベントが3月19日に行われま
した。植える木々は座光寺の南本城跡で自生する
「オオモミジ」や「アオキ」などで、参加した親子
11組が１本ずつ植えました。
　参加した子どもたちからは「遊べる公園が増え
てうれしい」、保護者からは「家族で植えて記念に
なったので、今後も立ち寄って成長する姿を見た
い」「子どもたちにとっても思い出に残る公園に
なってほしい」などの声がありました。
　2027年まで続く恒川史跡公園整備事業。地域
の皆さんに愛され親しまれる公園になっていくこ
とを願っています。

みや わき くに ひこ せき じま ゆ り

がんばっとるに座光寺■第２回定例会
　開会５月24日㈫ ～ 閉会６月17日㈮
◇一般質問　(傍聴可能)
　６月６日㈪～７日㈫ 
◇委員会日程　（傍聴可能）
　予算決算委員会前期全体会　５月24日㈫
　総務委員会　　　　　　　　６月 ８日㈬
　社会文教委員会　　　　　　６月 ９日㈭
　産業建設委員会　　　　　　６月10日㈮
　リニア推進特別委員会　　　６月14日㈫
　予算決算委員会後期全体会　６月17日㈮
■議会への請願・陳情は、議会事務局へ
　５月10日㈫午後５時までにご提出ください。

議会の動き（予定）

委員長／福 澤 克 憲　  副委員長／清 水 　 勇
委　員／下 平 恒 男　  橋 爪 重 人　  関 島 百 合
　　　　筒 井 誠 逸　  小 林 真 一　  佐々木博子

広報広聴委員会

 議会傍聴に際してのお願い
　新型コロナウイルス感染症対策のため、長野県が
発出する警戒レベルや市議会災害対策会議の協議
の結果に応じて、傍聴の自粛や入場者数の制限、マ
スク着用や検温などをお願いすることがあります。
ご理解とご協力をお願いいたします。
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